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議案３                           シングルマザー支援事業について 
 

河野敦子氏辞退に係るシングルマザー支援事業の進め方について 

 
 平成 27 年 4 月 6 日付にて、河野敦子氏よりシングルマザー支援事業を辞退する旨の申し

出がありました。 
 それにあたり、河野氏辞退後のシングルマザー支援事業の今後の進め方について以下の

とおり提案します。 
 
 １．「関口コーポ」入居者 3 世帯についてあ 

 平成 24 年に採択されたとしまシングルマザーシェアライフプロジェクトにおいて、区の

借り上げ住宅「関口コーポ」に 3 世帯のシングルマザー世帯が入居しました。 
 平成 26 年度には、としまシングルマザーズシェアライフプロジェクトの事業者である河

野敦子氏とＮＰＯ法人リトルワンズのコラボ関係を解消し、河野氏が関口コーポの入居者

の対応を行うこととなりました。 
 この度、河野氏が事業継続を辞退するにあたって、関口コーポの入居者対応については、

事務局が窓口として社会福祉協議会や区の子育て支援課、区内の居住支援団体等へのコー

ディネートをすることを提案いたします。 
  
 ２．日本女子大学定行研究室の研究事業についてあ 

 平成 26 年度より、河野氏の居住支援事業の協力者として日本女子大学定行研究室に参加

していただき、豊島区南長崎地区の空き家の有無や空き家オーナーの物件利活用の意思の

有無、居住支援事業へ協力する意思の有無などを調査しました。 
 河野氏の事業協力者という立場であった定行研究室は、河野氏の事業辞退により事業主

体を失うこととなりましたが、空き家の有無や空き家オーナーの意識を調査することは、居

住支援協議会にとって非常に有意義なことであるため、調査・企画・広報専門部会の事業と

して定行研究室の調査活動を継続することを提案いたします。 


